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雇用関連事業などに
3億2,576万円の補正予算

6月定例会

　21年第17回6月定例会は、19日から26日まで開催され、議員提出議案1件、村長提
案の各会計補正予算5件、条例の一部改正2件などを全９議案が可決となりました。
　請願1件は、教育民生常任委員会に付託され、不採択となりました。陳情1件は議員配布とな
りました。
　一般質問は、9人が登壇し各分野にわたって活発な議論を展開しました。
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一般会計 補正予算
主な内容

主な内容

千円以下切り捨て千円以下切り捨て

千円以下切り捨て

会 計 名 補 正 額 補正後の総額

一 般 会 計 3億2,576万円 137億5,576万円

国 民 健 康 保 険 △744万円 38億7,666万円

介 護 保 険 133万円 21億4,872万円

雫石町・滝沢村介護認定
審 査 会 共 同 設 置 100万円 1,592万円

下 水 道 事 業 △75万円 9億6,279万円

歳入

歳出

地域活性化・経済危機対策臨時交付金 1億9,900万円
緊 急 雇 用 創 出 事 業 費 補 助 金 2,248万円
ふるさと雇用再生特別基金事業費補助金 1,275万円

庁 内 Ｌ Ａ Ｎ パ ソ コ ン 更 新 事 業 費 1,171万円
いわて銀河鉄道滝沢駅整備費負担金 2,123万円
総合土地情報システム整備事業費 1,184万円
次世代育成支援対策交付金事業費 415万円
旧ごみ焼却施設解体関連緊急整備事業費 2,037万円
相 の 沢 牧 野 管 理 事 業 費 480万円
巣 子 駅 地 区 ま ち づ く り 事 業 費 574万円
消 防 団 活 動 支 援 事 業 費 525万円
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